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背景
コードレビューは，ソースコードの品質の確
保や，バグの減少，コーディング規約の遵
守などに繋がり，FOSS(Free and Open 
Source Software)コミュニティにおいて重要
視されている.

コードレビューがなぜ，どのように機能して
いるかを理解することは重要.
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対象コミュニティ
・Apache Allura，CKAN，FOSSASIA，Linux Kernel
コードレビューがうまく機能している4つのコミュニティ

21人の参加者をランダムに選択しインタビューを実施す
る.

インタビューは地理的な問題からGoogleハングアウトを
用いて，40～60分程度行った.

インタビューの内容を文字に起こし分析.
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研究手法
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インタビューの主な内容(この他にも様々な質問を行った)



研究結果
A.否定的なフィードバックについて
否定的なフィードバックを受けることはFOSS
コードレビューにおいて一般的に経験するも
のであり，ひどい言葉で否定される場合もあ
る.開発者の精神状態を考えればコミュニ
ティが衰退することが予想されるが，調査し
たコミュニティは繁栄している.
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研究結果
A.否定的なフィードバックについて

否定的なフィードバックに対処する能力は
OSSで成功するために非常に重要である.

開発者はコードレビューで頻繁に否定され
ることがあるが，それは重要なことである.
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研究結果
B.反復による改善について

否定的なフィードバックに応じて開発者は必
要な改善を実施し，またレビューを求める.

この反復による改善によってフィードバック
は肯定的なものになっていき，開発者の技
術的成長と動機付け繋がる.
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研究結果
C.情熱について

仕事でもないのに否定的なフィードバックを
受けるようなコードレビューを行っているの
は，プログラミングやプロジェクトへの情熱
によるものである.

情熱は開発者を動機付け，否定的なフィー
ドバックを受けても回復させてくれる.

8



研究結果
D.気づかいについて

コミュニティの人々はお互いに思いやりの気
持ちを持っていて，それがプロジェクトの品
質に良い影響を与える.

否定的なフィードバックを受け取っても粘り
強く貢献するのは思いやりのあるメンターの
おかげであると考えている開発者もいる.
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研究結果
E.内発的な動機

自分のコードが受け入れられ，プロジェクト
に使用されるということは，開発者にとって
重要な動機付けになる.
内発的な動機は外因性の報酬(賃金の増加
など)よりも仕事の質を良くするという研究結
果もあり，今回の研究でそれに同意する.
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研究結果
F.外発的な動機

開発に貢献していくうちに責任のある役割
(コードレビュワーなど)を与えられたりするこ
とは，開発者の動機付けに繋がる.

能力主義的な役職階層を形成することはコ
ミュニティにとって重要.
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考察
コードレビューは否定されたことへの対処や
情熱，動機付けなど人間的な側面が大きい.

コードレビューにおいて否定されることは失
敗ではなく学習の機会である.

多くの組織は製品の品質を向上させるため
コードレビューをうまく活用している.
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結論

コードレビューが成功している要因は人間
的側面が重要である.

コードレビューは開発者の動機付けに繋が
る.
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所感
・この研究では，コードレビューというよりも
開発者の動機付けが主なテーマになってい
たように感じた.

・研究が21人にインタビューをしただけだっ
たので，研究として十分なのか疑問に感じ
た.
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